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誉儲誉
☆ 今　 月

町　　 県　　 民　　 税 （1期）

国 民 健 康 保 険 税 （1期）

の 税 金 ☆

納 期 は 6　月 30 日　ま　で
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水害に対する備えを

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま

し
た
が
、
あ
な
た
の
水
害
に
対
す

る
備
え
は
も
う
で
き
て
い
ま
す
か

町
で
は
、
こ
の
梅
雨
時
期
の
水

害
を
防
ぎ
、
ま
た
住
民
へ
の
被
害

を
最
少
限
に
く
い
止
め
る
た
め
各

関
係
機
関
が
集
ま
っ
て
「
水
巻
町

水
防
協
議
会
」
を
六
月
四
日
に
開

催
し
、
水
害
時
の
対
応
を
検
討
し

た
結
果
、
次
の
と
お
り
水
防
計
画

を
ま
と
め
ま
し
た
。
も
し
、
水
害

が
起
こ
っ
た
場
合
、
自
分
の
避
難

場
所
な
ど
覚
え
て
お
き
、
あ
わ
て

ず
に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

が
ｌ
塙
謝
れ

陰
暦
で
は
、
六
月
を
水
無
月
（
み
な
つ
き

・
み
な
つ
き
）
と
い
い
ま
す
。

水
無
月
を
そ
の
ま
ま
読
む
と
、
水
の
な

（
無
）
い
月
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

こ
の
「
な
」
は
本
来
「
の
」
の
意
味
で
、
水

無
月
は
「
水
の
月
」
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

語
源
も
「
暑
さ
で
水
が
枯
れ
る
か
ら
ミ
ヅ

ナ
シ
ヅ
キ
」
　
「
田
に
水
を
入
れ
る
月
だ
か
ら

水
月
」
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
が

い
ず
れ
に
し
て
も
六
月
は
水
に
緑
の
深
い
月

梅
雨
が
始
ま
る
の
も
、
こ
の
時
期
で
す
。

危
険
地
域
　
－

町
内
で
2
9
カ
所

雨
は
．
恵
み
の
雨
■
と
い
う
言
葉
も
あ
る

よ
う
に
、
わ
た
し
た
ち
の
暮
ら
し
に
多
く
の

恩
恵
を
与
え
て
く
れ
る
半
面
で
、
恐
ろ
し
い

土
砂
災
害
や
水
害
を
起
こ
す
引
き
金
に
も
な

り
ま
す
。
四
千
七
百
四
十
二
件
－
こ
れ
は
、
最
近

五
年
間
に
起
き
た
土
石
流
・
地
す
べ
り
・
が

け
崩
れ
の
数
で
す
。
大
雨
が
降
れ
ば
、
ど
こ

か
で
必
ず
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
国
土
の
約
四
分
の
三
が
山
地
で
占

め
ら
れ
る
わ
が
国
に
は
、
土
石
流
、
地
す
べ

り
・
が
け
崩
れ
の
危
険
地
域
が
十
四
万
カ
所

町
内
で
二
十
四
カ
所
も
あ
る
の
で
す
。

六
月
は
、
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。
長

い
雨
と
強
い
雨
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
信

号
。
水
無
月
を
．
災
害
無
月
．
に
す
る
た
め

に
も
、
お
近
く
に
山
や
が
け
の
あ
る
方
は
、

点
検
と
注
意
を
お
忘
れ
な
く
。

溢水等の危険が予想される河川
図面
Ｐも
河 川 名 ′ 箇　　　　　　　 所 予想 される危険

イ 堀　　 川 吉田ノ一・二・三 、一帯700ｍ 溢　　　　　 水

ロ 羅 漢 川 吉田ノ二（本村、滑石、御輪地）一帯300ｍ 溢 水 及 び埋 没

ハ 山 田 川 頃末先園から中組一帯200ｍ 潅　　　　　 水

鯉 口 川 鯉 口地区一帯100ｍ 潅　　　　　 水

ホ 大 平 川 頃末南区鹿児島本線ぞい一帯 溢　　　　　 水

危険山林箇所

図
面

Ｐも

箇　 所　 名
予 想 され る危 険

大　 字 小 豆療 字

1 猪　 熊 中　　 山 土砂 くずれ ・落石

2 猪　 熊 上　 ノ　 手 ク　　　　　　　　 ノシ

3 猪　 熊 大　　 上 ノン　　　　　　　　 ノケ

4 猪　 熊 十 三 塚 ク　　　　　　　　 ク

5 古　 賀 赤　　 水 ク　　　　　　　　 ク

6 古　 賀 卯　　 月 ク　　　　　　　　 ク

7 古　 賀 卯　　 月 ク　　　　　　　　 ノン

8 古　 賀 社　　 林 ク　　　　　　　　 ク

9 古　 賀 江後 ノ上 ク　　　　　　　 ク

10 頃　 末 釜　 ヶ　 谷 ク　　　　　　　　 〃

11 頃　 末 大　　 平 ク　　　　　　　 ク

12 献 泉　 ノ　 元 ケ　　　　　　　 ケ

13
机

頃　 末
明神 ヶ辻 ク　　　　　　　　 ク

14 吉　 田 野　　 添 ク　　　　　　　 〃

15 吉　 田 御 輪 地 ク　　　　　　　 ク

16 吉　 田 宮　　 尾 ケ　　　　　　　　 ク

17 吉　 田 岩　 ノ　 ロ ノシ　　　　　　　　ケ

18 吉　 田 ヌメ リ石 〃　　　　　　　　 ケ

19 頃　 末 長　　 池 ノケ　　　　　　　　ク

2 0 古　 賀 足　　 谷 崩　 壊 ・落　 石

2 1 頃　 末 東 河 原 ク　　　　　　　 ク

2 2 吉　 田 苗 代 谷 ケ　　　　　　　　ク

2 3 吉　 田 後　　 谷 ク　　　　　　　 Ｊケ

24 吉　 田 ヌ メ リ石 土　　 石　　 流
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水害等による緊急避難場所　　　　　　　生盤に急　お及れあ

く　　　　　　　　　　　　　　 ．　　く
兵
士日
野
団
地

青

田

恵 士 ＝量さ人
妻工
下 下 株

住

宅

－ み
ず－
ほ
団
地

伊

左

座

立

嘩

敷

区
や　ゆ　 、　　 た　ま　危　あ　河　水

□

Ｅ日

ｌニコ

ロ］

日
田

町

住

言 霊 鳶 誘 豪 雪 筆 舌 碧 留

団

地

興

産

町

住
名
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河
守
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公

民

集

Ａ
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入
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興
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4、

八
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ケ ク

公

民

館

第

避
難
避

難

場

所

コべ
民
館 館 場

社
宅 館

学
館校
学
校
ぷ
民
館

警 蛋 忘 禁接 、と 忘 薯 宗　 お

了　 壷 慧 至 芸

′′′′　　　 琵 慧 蓋　 し

′′′　　　 革．　 誓 孟 宗　 よ
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ｌ 一ケ ク ク

＝量ご日
田

′ｊ、
学

校

ケ 一ク ケ ケ 〃 ・ケ 一ケ ク

伊
左
座
4、
学
校

第

避
難

お 高 高 棒 樽
ノ　ノ
古 机 鯉

口
団

地

猪 猪

熊

樋

口

新 古

賀

机

頃 噴
Ｉ芸
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か

の
台

尾
団

地

松
団

地

木　本
団＝団
譲 葉

賀
団

地

社
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生

街

末
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末

南

／
ｌ
Ｊ
！
Ｊ
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■　ま　た
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ｉ ｉ ；
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レ
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こ．．こ・．登竜劇
こ1．　・；淵0
キ・
・71－こ・・ＴＦ
ヨ　キ
置 別　 事

ｌ Ｉ Ｉ

水
巻
中
央
幼
稚
園

共

用

施

設

公

民

館

集

Ａ
ここく

場

公

〕民

館

庸
見
畢

公
民
館

公

民

館

水

巻

中

学

校

公

民

館

か1

4、

学

校

頃

末

4、

学

校

第

避
難
避

難

場

所
Ｉ ｌ ｌ ．ク

水

巻

中

学

校

ケ

噴

末

4、

学

校

猪

熊

4、

学

校

猪
熊
4、

1驚
見
窒

猪

熊

4、

学

才交

水

巻

中

学

校

机
山
荘

机
4、
学
校

机

4、

学

校

各　頃
学　未
校 ・
机
封

第

避
難

〇第1避難は部分的災害を想定した場合で近くの公共施設等汀ニー時収容する。
〇第2避1陰は非常時態が発生し、遠賀川1是防溢水、決壊最悪の瑚ト合。
論 語 夏 至 霊 宝 吉 ？ そ 易 ｑ

北　そ　の　ミ　み　の　十　ラ　れ　三　九
部　う　暑　。　の　見　八　ス　に　カ　州
毎 葦 環 差 蔓 等 昌 夏 至 羞 草

書 鍋 蓋 章 蚕 至 芸 喪 章 葺

合　年　やｌ。ミ　の　 、 、り　ま　の
風 並 高　　 。 降　い　梅　は　し　六
は　み　い　　 Ｉ水　ず　雨　六　た　 、
ー　の　気　　 六　量　れ　明　月　 0　七
、予 温　　 百　も　も　け・六

込
み
ｌ

常

置

ゴ気
象
ＪＬヽ⊂コが
五
旦

買 六

路 ‥

は　 旬　　 ｛：Ｆ．音

律 ．儀

ニ 憩 に　 六 平 平 は 日　 八 十 見　 七

Ｊ
‘・濁

菩 発 禁 歪 尖 等 森 亘 若 月 く歪 等 呈 ｌ ・た
ニー票

冊 描 芸 ‾」、、、、、、、、、、、ご＿～

り　と　 、だ 寒　温　的　あ　月　も　大
や　な　寒　 。安も　は　な　る　後　あ　き

自
分
の
避
難
場
所
は

′

た
造
成
地
に
家
を
建
て
る
こ
と
が
多
く
な
っ
　
難
場
所
な
ど
を
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ

た
た
め
に
、
人
家
へ
の
影
響
が
多
く
な
り
ま
　
う
。
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ふれ合い　を　深　め　た1日
「障害者」と「ともしぴの会」が交流会

み
ん
な
輪
に
な
っ
て
、
手
を
つ
な
い
で
回

り
ま
し
ょ
う
ー
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
楽

し
い
笑
い
声
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。

障
害
者
と
健
常
者
の
ふ
れ
合
い
を
深
め
よ

う
1
と
五
月
十
八
日
、
目
や
耳
、
言
葉
の

不
自
由
な
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
と
も

し
ぴ
の
会
」
と
障
害
者
が
集
い
、
交
流
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
の
身
障
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は
、
と
も

・、Ｉ……駕：ぁ．：泡－・：て＿．：‥ヴ・ｅｒ．‥：さ、：グこ．・：一°・ｉ
みんな輪になり、莱しいフォ・－クダンスです

し
び
の
会
々
皐
一
十
四
人
と
障
害
者
三
十
人

が
集
ま
り
、
と
て
も
に
ぎ
や
か
で
す
。
午
前

中
は
、
と
も
し
び
の
会
の
赤
時
会
長
に
よ
る

「
社
会
福
祉
の
実
情
」
と
町
の
保
健
婦
・

神
谷
さ
ん
が
「
私
達
が
健
康
な
生
晴
を
送
る

た
め
に
」
と
威
し
て
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
は
聾
唖
者
の
参
加
も
あ
誓
手
話
奉
仕

員
は
通
訳
に
四
苦
八
苦
の
一
幕
も
。
で
も
、

大
変
、
勉
強
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

話
し
の
後
は
昼
食
、
と
も
し
び
の
会
々
員

の
炊
き
出
し
も
一
際
お
い
し
そ
う
で
し
た
。

午
後
は
楽
し
い
璧
苔
会
、
歌
や
桶
の
∴
ゲ
ー

ム
な
ど
…
…
お
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て
、

ふ
れ
合
い
を
深
め
ま
し
た
。

楽
し
く
も
、
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
一
日
で
し

た
。
今
度
、
会
う
日
を
願
い
．
ま
た
逢
う
日

ま
で
■
の
歌
を
合
唱
し
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
◇

と
も
し
び
の
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
本
や
広
報
な
ど
の
「
点
訳
・
朗
読
」

及
び
「
手
轟
」
を
し
て
み
よ
う
か
9
－
と

患
っ
て
お
ら
れ
る
人
は
、
役
場
の
赤
時
ま
で

こ
連
絡
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（

お母さん大ハッスルの1日

会大一カ
レ
ア

ハ
　
イ

チ
デ
ー
ン

ビ
イ人婦

た
や
す
く
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
婦

人
に
人
気
が
あ
る
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
と

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
競
技
大
会
が
五
月
二
十
五

日
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
に
は
、
三
十
歳
代

か
ら
六
十
歳
代
の
婦
人
十
九
チ
ー
ム
が
参
加

年
齢
別
（
三
十
歳
代
・
四
十
歳
以
上
）
に
分

か
れ
て
試
合
を
繰
り
広
ろ
げ
ま
し
た
。

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
に
は
五
チ
ー
ム
が
参
加
。

羽
根
を
懸
命
に
追
っ
て
熱
戦
を
展
開
。

お
母
さ
ん
達
の
に
ぎ
や
か
な
声
が
こ
だ
ま

し
、
大
ハ
ッ
ス
ル
の
一
日
で
し
た
。

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
大
会

【
3
0
歳
代
の
部
】

優
　
勝
　
梅
ノ
木
団
地
Ａ

準
優
勝
　
木
村
チ
ー
ム

【
4
0
歳
以
上
の
部
】

優
　
勝
　
み
ず
ほ
Ｂ

準
優
勝
頃
宋
北

イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

優
　
勝
　
フ
ェ
ザ
ー
Ｂ

準
優
勝
　
フ
ェ
ザ
ー
Ａ

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
㊤
、
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
㊦
で

大
ハ
ッ
ス
ル
の
お
母
さ
ん
達

「左、安全かな？」

「右、安全．／」

鉄
道
妨
害
防
止
運
動

昨
年
度
、
九
州
総
局
管
内
（
福
岡
、
佐
賀

長
崎
各
県
）
で
発
生
し
た
、
踏
切
事
故
や
線

路
へ
の
置
石
な
ど
の
鉄
道
妨
害
は
、
五
百
三

十
件
で
し
た
。
そ
の
内
、
二
十
二
名
の
尊
い

人
命
が
失
わ
れ
、
さ
ら
に
二
百
九
十
五
名
の

方
が
負
傷
し
て
い
ま
す
。

こ
の
様
な
悲
惨
な
事
故
を
防
止
す
る
た
め

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
踏
切
で
は
必
ず
止

ま
っ
て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
、
無
理
な
横

断
は
止
め
ま
し
ょ
う
。
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さつき展
250鉢が出品

初
夏
の
風
物
と
し
て
、
私
た
ち
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
る
．
さ
つ
き
■
の
展
示
会
が
町
民
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
毎
年
、
水
巻
さ
つ
き
同
好
会
が
開
い

て
お
る
も
の
で
、
今
年
は
十
回
目
。
会
場
に
は

珍
品
種
の
「
地
球
宝
」
な
ど
約
二
百
五
十
鉢
が

出
品
さ
れ
、
見
物
人
も
美
し
く
咲
き
ほ
こ
ろ
ん

だ
花
に
う
っ
と
り
。

主
な
入
賞
者
は
次
の

通
り
。
（
敬
称
略
）

県
知
事
賞
＝
西
村
奉

俊
（
八
幡
西
区
）
▽
県
議
会
議

長
貰
”
木
村
重
堆
（
頃
宋
）
▽

水
巻
町
長
貫
け
清
水
ヤ
ス
ミ
（

立
屋
敷
）
▽
県
議
会
議
員
賞
ｕ

幡
手
国
夫
（
八
幡
西
区
）
▽
水

巻
町
議
会
議
長
賞
“
片
山
マ
ツ

ミ
（
吉
田
）
▽
水
巻
町
教
育
長

賞
的
大
塚
利
幸
（
下
二
）
▽
福

岡
銀
行
賞
＝
豊
沢
伝
三
（
下
二

）
▽
遠
賀
借
用
金
庫
帯
い
古
海

正
治
（
下
二
）
▽
水
巻
さ
つ
き

同
好
会
長
賞
＝
中
川
浅
夫
（
頃

宋
）
▽
同
努
力
賞
＝
福
田
健
四

郎
（
新
生
街
）
、
高
崎
功
（
遠

賀
町
）
、
小
野
明
義
（
伊
左

座
）

猪　熊　Ａ　が　3　連　覇

－健康ゲートボール大会一一

コ
ー
ン
、
は
い
一
番
第
一
ゲ
ー
ト
通
過
。

お
年
寄
り
の
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、
水
巻

町
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会
主
催
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
が
五
月
二
十
一
日
、
頃
未
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
か
ら
十
九
チ
ー
ム
・
百
四
十
人
が
参

加
。
三
コ
ー
ト
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ー
ト
で
の
二
位
ま
で
の
チ
ー
ム
が
決
勝
戦
に

進
出
。
熱
戦
の
末
、
猪
熊
Ａ
が
三
年
連
続
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

二
位
以
下
の
成
績
は
次
の
と
お
り
。

▽
準
優
勝
　
お
か
の
台
Ｂ

▽
三
　
位
　
猪
熊
Ｂ

決勝トーナメント

猪熊Ａ

猪
　
熊
　
Ａ

吉
田
団
地

猪
　
熊
　
Ｂ

猪
　
熊
　
Ｃ

み
ず
ほ
団
地

お
か
の
台
Ｂ

・・ こ ん な 手 口 に ご 用 心 〟　 …

最近 、若者をね らった悪質な訪問販売の事例

が増えています。安易な気持で契約を し、後

悔 しないよう、十分気を付けたいものです。

●路上で声をがけられ喫茶店に誘われ

ｌ

キ ！

ヤ ；

ツ ．

て、しつこく勧誘されます。

（禁 票 漂 票 ット食品）

○誘われてもついて行くことはありま

せん。ついていったら、ことわリに

くくなります。 チ　 エ

勘

法 ｉ

2 ｉ

ア

′イ ？ＴＴ＼

こ’ ’翻

ノゾー’

●はがきや電話で誘われて行ってみる

と、結局、物を買わされることにな

リます。

〈語学教材、海外旅行、印章・‥〉

○安易な気持ちで出かけるのはやめま

しょう。 ・・－‘・、一・一・一・〉 ・二、 ポ

舶 ンベーも動洩す納止審

慧恕 競 晋

イ

ン

ト

商

法

5

． もうがるよ／

Ｊ

●友人を紹介すれば紹介料がもらえる

と勧誘されます。 紹

介 ；．　（　　　　 ニ

マ　 ’

（絵画、カーワークス、宝石…）

○友人に迷惑をかけます。

0

ル　 ニ

チ

ま ｉ

が

い ！　　）

⑲ 商 ’

法 ・

覚 え て お こ う 、ク ー リ ン グ ・オ フ

ｌｉｉｌ、Ｉｌ 一叫璃
商な四三二一　 左

代○佳　　　 品お 、　　　 一　記

解除または撤回

をするときは電話

でなく必ず書面

表○所　　　 を支締契商契　 の契
芸霊　　 警鍋　 島等　 紺

役会　　　 昭取の所額名月　 は徐
○社 氏住和 つ○　　　　 日記解週

（できれば内容証 ○　　 名所○て○　　　　　　　 除知

．明郵便）で申し出 殿　　　　　 Ｏだを　　　　　　　 ま
ましょう。その場 月さ返　　　　　　　 す

0　1
合の例文は右記の

とおりです。
目　　し
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ふ

か

　

や

ま

　

ち

　

さ

と

深
　
山
　
千
　
里
ち
ゃ
ん

昭
和
6
0
年
6
月
1
日
生

察
瑚
）
さ
ん
の
長
女

一
見
、
男
の
子
に
見
え
ま
す
が
私
は
女

の
子
。
お
外
で
遷
ぶ
の
が
大
好
き
。
時
ど

き
、
水
遊
び
し
て
お
母
さ
ん
を
因
ら
せ
る

け
ど
、
笑
い
で
ご
ま
か
し
て
ま
～
す
。

（
お
か
の
台
1
3
枚
）

行
わ
れ
、
今
回
の
調
査
は
十
四
回
目
に
当
た

り
ま
す
。
全
国
の
事
業
所
の
皆
様
の
こ
協
力

に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
統
計
は
、
わ
が
国
の
産

業
の
見
取
図
と
し
て
、
国
や
都
道
府
県
、
市

区
町
村
の
行
政
施
策
の
立
案
に
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
調
査
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
役
立

つ
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
皆
様
の
こ
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
貸
付
額
①
公
立
高
校
且
一
万
円
㊥
私

立
蒸
甘
二
万
五
千
円
⑧
大
学
と
短

大
皿
二
万
円
か
四
万
円
④
大
学
院
生

＝
五
万
円
⑧
専
修
蛍
疫
等
汀
三
万
円

※
金
額
は
い
ず
れ
も
月
額
で
す
。

▽
返
還
方
法
　
最
終
学
校
卒
業
後
六
カ

月
を
お
い
て
二
十
年
間
に
割
賦
で
返

済
し
ま
す
。
な
お
無
利
子
で
す
。

▽
申
込
書
類
　
各
蛍
痕
に
あ
り
ま
す
。

※
詳
し
い
こ
と
の
お
耳
ね
は
、
交
通
遺
児
育

英
会
・
奨
学
課
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

一
丁
目
十
一
番
二
八
号
宙
〇
三
－
五
八
一
－

二
二
七
一
）
ま
で
。

ｌ酬剛

七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ
い
に

毒
薬
所
統
計
型
声
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
わ
が
国
の
す
べ
て
の
事
業

所
を
対
象
と
す
る
、
国
の
貴
も
基
本
的
な
統

計
調
査
の
一
つ
で
す
。

調
査
の
対
象
は
、
農
林
漁
家
を
除
く
す
べ

て
の
事
業
所
で
、
会
社
、
工
場
、
商
店
、
病

院
、
学
校
、
国
鉄
、
私
鉄
、
ホ
テ
ル
、
旅
館

の
ほ
か
、
官
公
庁
や
神
社
・
仏
閣
な
ど
も
対

象
と
な
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
初
め
て

▽
日
時
　
8
月
1
日
　
午
前
十
時
か
ら
筆

記
試
験
午
後
四
時
ま
で
実
地
試
験

▽
場
所
　
第
一
薬
科
大
学
（
福
岡
市
甫
区

玉
川
町
2
2
番
1
号
）

▽
内
容
　
〔
筆
記
試
験
〕
①
毒
物
及
び
劇

物
に
関
す
る
法
規
㊥
基
礎
化
学
⑨
毒

物
及
び
劇
物
の
性
質
及
び
貯
蔵
そ
の

他
取
扱
方
法
　
〔
実
地
試
験
〕
①
毒

物
及
び
劇
物
の
識
別
及
び
取
扱
方
法

▽
受
験
手
続
6
月
ュ
8
日
～
6
月
2
8
日
ま

で
に
遠
賀
保
健
所
へ
四
千
五
百
円
（

併
収
証
紙
）
の
受
験
手
数
料
と
書
類

を
添
え
て
握
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
本
て
ん
か
ん
協
会
で
は
、
て
ん
か
ん
に

悩
む
患
者
や
家
族
の
た
め
に
次
の
と
お
り
「

集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

交
通
事
故
育
英
会
で
は
、
交
通
事
故
が
原

因
で
死
亡
し
た
人
や
重
い
後
遺
障
害
が
あ
る

人
の
孟
供
さ
ん
が
、
経
済
的
な
理
由
で
修
学

が
困
難
な
場
合
に
蛍
資
を
お
貸
し
ま
す
。

「

日 時 フ‾　　－　 マ 会　　　　 場 （予定）

％

牛

後

時

発 作 の誘 因 北 九州 市 立 障 害 者福祉会館

％ 同　　 上 福岡市立心身障害福祉セ ンター

鬼 学校生活の問題 北 九州 市 立 障害 者福 祉全館

㌔ 発作 時 の 処置 楯岡市立心身障害福祉センター

％ 雇　 用　 問　 題 北 九州 市 立 障害 者福 祉会館

％ 同　　 上 福岡市立心身障害福祉セ ンター

‰ 進 学 ・就 学 北 九州 市 立 障害 者福祉 会館

％ 副　　 作　　 用 福岡市立身身障書福祉センター

あ
な
た
の
血
液
は
尊
い
命
を
救
い
ま
す
。

日
赤
の
献
血
に
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
6
月
1
8
日
（
水
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
場
所
　
水
巻
町
民
会
館
・
玄
関
前

▽
主
催
　
水
巻
町
社
会
福
祉
協
議
会

※
四
月
一
目
か
ら
献
血
は
「
二
百
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
」
と
「
四
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
」
の
ど

ち
ら
で
も
選
択
で
き
ま
す
。
献
血
の
受
付

の
際
に
希
望
を
お
申
出
く
だ
さ
い
。

【
中
級
】
昭
和
3
6
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

○
日
本
国
籍
を
有
し
、
地
方
公
務
貞
法

第
1
6
条
に
該
当
し
な
い
者

▽
受
付
期
間
　
6
月
9
日
～
6
月
2
1
日

▽
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先

福
岡
県
人
事
委
貞
会
事
務
局
任
用
課
（

千
八
三
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七

番
七
号
　
県
庁
内
）

※
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、
福
岡
県

人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
謀
（
魯
〇
九
二
－

六
四
一
1
三
八
八
三
）
ま
で
。

▽
試
験
の
種
類
と
区
分

【
上
級
】
行
政
、
学
校
事
務
、
社
会
福

祉
、
土
木
、
建
築
、
化
学
、
農
業
、
農

業
土
木
、
林
業
、
畜
産
、
水
産
、
獣
医

師
【
中
級
】
農
業

▽
受
験
資
格

【
上
級
】
昭
和
3
2
年
4
月
2
日
か
ら
偏

和
4
0
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

（

▽
試
験
の
種
類
と
区
分

行
政
、
土
木
、
建
築
、
電
気
、
機
械
、

造
園
、
衛
生
管
理

▽
受
験
資
格

①
行
政
（
法
律
、
経
済
、
行
政
）
は
盾

和
3
5
年
1
月
2
日
か
ら
昭
和
4
0
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
⑧
土
木
、
建

築
、
電
気
、
機
械
、
造
園
は
顧
和
3
2
年

4
月
2
日
か
ら
唱
和
4
0
年
4
月
1
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
者
…
な
ど

▽
受
付
期
間
　
6
月
9
日
～
6
月
2
0
日

▽
申
込
用
紙
請
求
先
及
び
申
込
先

福
岡
市
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
（

千
八
一
〇
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁

目
八
番
一
号
）
市
役
所
議
会
棟
五
階

丼
試
験
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、
福
岡
市

人
事
委
員
会
事
鳶
任
用
課
（
⑪
〇
九
二

1
七
二
－
四
六
八
八
）
ま
で
。
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6月は匝妄至司

現況届の提出期間

6月2日－6月30日

児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、

六
月
二
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
「
児
童

手
当
現
況
届
」
を
役
場
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

現
況
届
は
引
き
続
い
て
児
童
手
当
を
受
け

る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

こ
の
現
況
届
は
、
受
給
者
の
前
年
の
所
得

の
状
況
と
、
六
月
一
日
現
在
で
の
児
童
養
育

の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
た
め
に
捏
出
し
て

い
た
だ
く
も
の
で
す
。

も
し
、
こ
の
届
け
を
出
さ
な
い
と
、
引
き

続
い
て
受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六

「
町
民
の
こ
と
ば
」

と

「
町
の
花
」
　
「
町
の
木
」
を
募
集
中

●
「
町
民
の
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
は
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
、
こ
の
故
響
憂
し
、

自
然
と
の
調
和
を
図
り
つ
つ
、
明
る
い
住

み
よ
い
、
未
来
に
実
り
あ
る
ま
ち
を
築
く

た
輿
町
民
が
お
互
い
に
守
る
べ
き
規
範

や
約
束
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
と
し
ま
す
。

●
「
町
の
花
」
「
町
の
木
」
に
つ
い
て
は

水
巻
町
を
象
徴
し
、
町
民
が
こ
れ
に
親
し

み
、
水
巻
町
の
気
候
風
土
に
適
し
た
も
の

と
し
ま
す
。

応
募
資
格
‥
町
内
居
住
者
ま
た
は
町
内

に
勤
務
先
の
あ
る
方
と
し
ま
す
。

募
集
期
間
‥
六
月
二
日
⊥
ハ
月
三
十
日

午
前
八
時
三
十
分
～
午
後
五
時
（
但

し
、
土
曜
日
は
午
前
中
と
し
、
日
曜
日

は
除
き
ま
す
。
郵
送
の
場
合
は
六
月
三

十
日
の
消
印
有
効
で
す
）
。

提
出
先
‥
水
巻
町
役
場
総
務
課
企
画
調

整
係
ま
で
。
詳
し
い
こ
と
は
、
前
々
号

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

月
分
以
後
の
児
童
手
当
の
支
払
い
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
必
ず
劫

限
ま
で
に
役
場
社
会
課
老
人
児
童
係
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
児
童
手
当
の
内
容

や
届
け
出
の
手
続
き
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

役
場
老
人
児
童
係
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
持
参
す
る
も
の
）

・
印
か
ん

・
届
出
書
（
老
人
児
童
係
に
あ
り
ま
す
）

・
六
十
年
分
所
得
源
泉
徴
収
票
又
は
六
十
一

年
度
町
県
民
税
納
付
書
（
六
月
上
旬
に
送

付
の
予
定
）

・
会
社
等
に
勤
め
て
い
る
人
は
、
厚
生
年
金

国
民
年
金
等
の
記
号
番
号
を
調
べ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

・
六
十
一
年
一
月
一
日
水
巻
町
に
住
民
登
録

さ
れ
て
な
い
人
は
、
前
住
所
の
役
所
で
六

十
一
年
度
分
の
所
得
証
明
を
受
け
て
、
添

付
し
て
く
だ
さ
い
。

愛
の
贈
物

事
金
一
封
あ
り
が
と
う

川
端
憲
隆
殿
（
遠
賀
町
・
堂
塔
寺
）
か

ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
こ
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。

☆
香
典
返
し
と
し
て

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
こ

寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
故
人

の
こ
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

▽
吉
田
三
　
故
・
豊
永
　
春
酒
殿

豊
永
マ
サ
コ
殿

▽
高
松
団
地
　
故
・
田
中
　
豊
殿

田
申
　
栄
子
殿

▽
下
二
　
　
故
・
栗
田
十
四
男
殿

栗
田
　
圭
子
殿

▽
高
松
団
地
　
故
・
矢
野
　
マ
ン
殿

矢
野
　
シ
メ
子
殿

空地の草刈りをしましょう．く／
か　はえ

空地などに繁った雑草は、蚊や蝿の発生源となるだけでなく、
シンナー遊びや不良少年のたまり場となり、火災も発生してお

ります。また、見通しが惑くなり交通事故にもつながります。

そこで水巻町地区衛生推進協議会では、年間を通じて雑草刈

りの推進など環境浄化に努めておりますが、特に雑草が繁殖す
る六月・七月を雑草刈り推進月間と定め、町内から雑草を一掃

する運動を進めます。土地所有者や管理者のみなさんは、周り

に迷惑をかけないよう雑草刈りを行いましょう。

なお、役場では草刈機の無料貸出しを行っておりますので、

方は役場環境衛生係にご連絡ください0
麗諾

「
住
民
票
の
写
」
　
「
戸
籍
の
附
票
の
写
」

交
付
の
取
扱
い
が
か
わ
り
ま
し
た

住
民
基
杢
口
帳
法
が
改
正
さ
れ
、
六
月

一
日
か
ら
「
住
民
票
の
写
」
と
「
戸
籍
の

附
票
の
写
」
の
請
求
方
法
や
記
載
さ
れ
る

内
容
が
変
わ
り
ま
し
た
。
こ
注
意
く
だ
さ

ヽ
．
°

．．．Ｖ住
民
票
の
写
の
交
付

川
従
来
の
住
民
票
の
写
し
の
記
載
内
容

の
う
ち
特
別
の
請
求
が
な
い
限
り

「
世
帯
主
」
「
続
柄
」
「
本
籍
地
」

「
筆
頭
者
」
が
省
略
さ
れ
ま
す
。

∽
本
人
又
は
同
じ
世
帯
員
以
外
の
者
が
請

求
す
る
と
き
は
、
理
由
を
具
体
的
に
明

ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

㈹
請
求
者
は
住
所
・
氏
名
を
自
署
し
押
印

が
必
要
で
す
。
代
理
人
の
と
き
は
委
任

状
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

用
請
求
に
係
る
住
民
の
住
所
及
び
氏
名
を

明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

戸
籍
の
附
票
の
写
の
交
付

川
本
人
又
は
そ
の
配
偶
者
、
直
系
尊
属
も

し
く
は
直
系
卑
属
以
外
の
者
が
請
求
す

る
と
き
は
、
理
由
を
具
体
的
に
明
ら
か

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

㈹
請
求
者
は
住
所
・
氏
名
を
自
署
し
押
印

が
必
要
で
す
。
代
理
人
の
と
き
は
云
荏

状
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

川
請
求
に
係
る
戸
籍
の
附
票
に
記
載
さ
れ

た
戸
籍
の
表
示
（
本
籍
地
、
筆
頭
者
）

を
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
住
民
係
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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「
若
松
港
の
決
闘
」

こ
こ
で
当
時
の
若
松
港
に
つ
い
て
書
く
こ
と
に
す
る
。

明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
、
官
営
製
鉄
所
の
設
立
が
対

岸
の
八
幡
村
に
決
定
し
て
、
工
事
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ

た
の
は
同
三
十
二
年
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
洞
海
湾
は
築

港
会
社
の
手
で
整
備
さ
れ
て
、
二
、
三
千
ト
ン
級
の
貨
物

船
の
出
入
り
が
可
能
に
な
り
、
そ
の
た
め
に
今
ま
で
川
船

船
頭
の
仕
事
で
あ
っ
た
本
船
へ
の
石
炭
荷
役
は
、
専
門
職

の
沖
仲
仕
に
と
っ
て
か
わ
っ
た
。

と
く
に
八
幡
製
鉄
所
が
操
業
を
開
始
す
る
三
十
四
年
ま

で
の
三
年
間
は
、
全
国
か
ら
土
方
、
職
人
、
船
頭
、
沖
仲

仕
な
ど
が
洞
海
三
村
（
若
松
、
戸
畑
、
八
幡
）
　
へ
寄
せ
集

ま
り
、
街
は
建
設
景
気
で
大
い
に
に
ぎ
わ
っ
た
。
と
こ
ろ

が
そ
の
な
か
に
無
頼
の
徒
が
い
て
、
ア
メ
リ
カ
西
部
の
開

拓
時
代
と
同
様
に
、
白
昼
、
至
る
と
こ
ろ
で
ケ
ン
カ
が
発

生
し
て
、
急
速
に
発
展
し
た
か
げ
で
無
法
な
街
を
生
む
結

果
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
な
か
に
は
人
望
を
得
て
地
方

の
政
界
や
財
界
へ
進
出
す
る
出
世
組
も
い
た
が
、
そ
の
い

っ
ほ
う
で
は
腕
力
を
背
景
に
地
盤
を
確
保
し
て
、
大
い
に

勢
力
を
伸
ば
し
た
連
中
も
い
た
。

た
と
え
ば
若
松
の
江
崎
満
吉
、
戸
畑
の
江
木
弥
作
、
八

お
か

幡
の
大
山
千
之
助
な
ど
は
、
陸
で
は
土
方
、
人
夫
な
ど
の

人
入
れ
稼
業
（
雇
い
入
れ
周
旋
業
）
を
お
こ
な
い
、
海
で
は

沖
仲
仕
の
荷
役
請
負
を
し
て
、
そ
の
子
分
は
数
百
人
と
も

い
わ
れ
て
、
北
九
州
で
は
隠
燃
た
る
勢
力
を
も
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
子
分
に
な
る
と
、
こ
れ
を
か
さ
に
き
て
無
銭
飲

食
や
は
ぐ
り
つ
け
（
は
ぎ
と
る
の
意
）
を
す
る
者
が
い
て
、

き
ら
し

若
松
の
衝
で
は
白
昼
公
然
と
裸
に
晒
を
巻
い
た
刺
育
男
が
、

ド
ス
を
ひ
っ
さ
げ
て
店
先
で
す
ご
む
光
景
が
み
ら
れ
た
。

今
な
れ
ば
二
〇
番
で
警
察
は
四
、
五
分
も
す
れ
ば
現
場

へ
到
着
す
る
が
、
当
時
は
若
松
警
察
署
（
八
幡
、
戸
畑
を

含
む
）
の
署
員
は
署
長
以
下
十
数
人
。
そ
こ
で
商
店
街
で

は
警
察
の
協
力
も
あ
っ
て
、
無
法
者
か
ら
街
を
守
る
た
め

に
自
己
防
衛
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
仕
事
を
だ
れ
に
さ
せ
る
か
が
問
題
と

な
っ
た
。
子
分
が
多
く
て
勢
力
の
あ
る
江
崎
一
家
に
頼
め

ば
、
警
固
を
口
実
に
無
法
は
ま
す
ま
す
は
げ
し
く
な
る
。

そ
う
か
と
い
っ
て
吉
田
に
頼
め
ば
勢
力
は
弱
く
、
そ
の
た

め
江
崎
一
家
の
い
や
が
ら
せ
を
う
け
る
は
必
定
。
す
っ
た

も
ん
だ
の
す
え
、
「
吉
田
は
人
物
も
よ
く
て
、
連
歌
町
遊

郭
の
み
か
じ
め
を
立
派
に
果
し
て
き
た
男
だ
、
非
力
な
と

こ
ろ
は
俺
た
ち
が
協
力
し
ょ
う
で
は
な
い
か
」
と
い
う
こ

と
で
、
吉
田
に
決
定
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
お
さ
ま
ら
な
い

の
は
江
崎
一
家
で
あ
る
。
「
な
に
を
こ
し
ゃ
く
な
、
芦
屋

か
ら
出
て
き
た
船
致
あ
が
り
の
青
二
才
め
、
俺
た
ち
の
仕

事
を
邪
魔
す
る
気
か
、
す
る
な
ら
し
て
み
ろ
、
た
だ
で
は

す
ま
さ
ぬ
」
と
い
き
り
立
っ
た
。

も
っ
と
も
こ
の
二
人
は
、
以
前
か
ら
仲
は
よ
く
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
江
崎
の
子
分
が
遊
郭
で
再
三
、
磯
吉
か
ら
と

り
押
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
外
に
江
崎
は
沖

仲
仕
を
業
と
し
、
吉
田
は
川
船
船
東
あ
が
り
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
の
間
は
対
立
す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
片
方
の

川
船
船
政
と
し
て
み
れ
ば
、
若
松
の
繁
栄
は
俺
た
ち
が
築

お
か

い
た
と
の
自
負
心
が
あ
る
の
に
、
石
炭
の
輸
送
は
陸
蒸
気

（
汽
革
）
に
と
ら
れ
て
仕
事
は
減
る
し
、
ま
た
荷
揚
げ
作

業
は
あ
と
か
ら
き
た
沖
仲
仕
に
と
ら
れ
て
賃
金
は
さ
が
る

し
、
こ
れ
が
原
因
で
ケ
ン
カ
の
絶
え
間
が
な
か
っ
た
。
当

時
は
「
船
頭
と
ゴ
ン
ゾ
ウ
（
沖
仲
仕
）
が
ケ
ン
カ
し
て
、

そ
れ
を
人
間
が
と
め
た
」
と
い
わ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
し

か
も
、
こ
の
対
立
は
そ
の
後
も
つ
づ
い
た
。

た
と
え
ば
磯
書
の
代
議
士
時
代
に
、
火
野
葦
平
の
父
で

沖
仲
仕
の
小
頭
を
つ
と
め
た
玉
井
金
五
郎
（
小
説
「
花
と

竜
」
の
主
人
公
）
は
、
若
松
市
会
議
員
を
し
て
い
た
が
、

こ
の
と
き
も
立
ち
場
を
異
に
し
て
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。

ま
た
昭
和
二
十
六
年
、
磯
吉
の
子
、
吉
田
敬
太
郎
が
若
松

市
長
に
立
候
補
し
た
時
も
、
火
野
葦
平
は
対
立
候
補
の
井

上
安
五
郎
を
応
援
し
て
い
る
。

こ
の
川
船
船
頭
と
沖
仲
仕
と
の
宿
命
的
な
対
立
は
、
こ

の
と
き
こ
れ
が
導
火
線
と
な
っ
て
、
江
崎
一
家
の
吉
田

磯
吉
へ
の
果
し
状
と
な
っ
て
表
面
化
し
た
。
と
き
に
明
治

三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
二
月
十
一
日
の
め
で
た
い
紀
元

節
の
日
で
あ
っ
た
。
朝
、
式
に
参
列
す
る
た
め
小
学
生

い
つ
ち
よ
う
ら

が
一
張
羅
の
羽
織
ハ
カ
マ
を
着
て
、
連
れ
だ
っ
て
登
校
す

る
な
か
を
、
三
人
の
男
が
か
き
分
け
る
よ
う
に
し
て
先
を

急
い
で
い
た
。
み
な
ワ
ラ
ジ
に
股
引
き
姿
の
ケ
ン
カ
支
度
、

手
に
仕
込
み
杖
ら
し
き
も
の
を
持
っ
て
、
朝
帰
り
の
遊
郭

く
る
わ
が
い

客
と
す
れ
違
い
に
、
郭
衝
へ
は
い
っ
て
い
っ
た
。

ど
こ
で
も
そ
う
で
あ
る
が
、
色
街
の
朝
は
遅
い
。
な
か

へ
は
い
る
と
大
吉
楼
の
前
で
は
、
未
練
あ
り
そ
う
に
玄
関

を
出
る
な
じ
み
客
を
、
こ
れ
ま
た
名
残
り
惜
し
そ
う
に
見

送
る
女
、
こ
れ
を
横
目
に
み
て
三
人
は
、
裏
通
り
の
現
銀

事
の
前
に
立
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
も
朝
は
遅
く
て
、
足
も

と
の
盛
り
塩
は
昨
夜
の
酔
客
で
く
ず
れ
た
ま
ま
、
中
の
一

人
が
戸
を
叩
い
て
大
声
で
叫
ん
だ
。

「
吉
田
は
お
ら
ぬ
か
、
江
崎
の
身
内
の
者
だ
」（
つ
づ
く
）

（
文
）
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